




周産期情報収集には2種類ある。臨床所見や病歴を検討して用手コソピューター入力する

のがその 1つで,オフラインで多くは取りまとめ入力である。事象進行につれてほぼ実時間

入力することもある。他の 1つはアナログ信号を ADコンバータを通じて入力し分析する方

法である。心拍数計出力信号のように,原信号をマイクロプロセッサで処理し,DA出力を再

度 AD 変換入力することもある。前田らの研究は,主としてアナログデータ処理である。す

でに胎児心拍数自動解析プログラムと,これを用いる診断装置を開発して実用に供してい

るが,これらによる解析結果を資料として研究した。分娩時に,1)前田らの胎児心拍数スコ

アは,外測法でも,また胎児心電信号による時でも,腰帯血の BE などの代謝性因子と,娩出

前 20～30 分において,中等度の有意な相関を示し,正常経過胎児においても,心拍数スコア

は胎児の微妙な状態の相違を精密に表現していた。 


